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平成26年１月10日　作成

内容

法人格・法人名称・住所等

株式会社日本教育クリエイト

東京都新宿区西新宿１－２３－７　新宿ファーストウエスト７F

代表取締役　古渕泰弘

研修事業担当取締役　味田英、高橋貞夫

理事等の構成、組織、職員数等

北海道、宮城、新潟、東京、神奈川、千葉、埼玉、静岡、愛知、大阪、兵庫、

広島、福岡、沖縄に支店を持ち、従業員約１，４００人を有する

教育事業を実施している場合・事業概要

・日本医療事務協会（三幸医療カレッジ）

　医療事務、介護保険事務等、医療関連の講座を実施

・三幸福祉カレッジ

　介護職員初任者研修を始め、介護・福祉関連の講座を実施

・クリエスクール

　カラーコーディネート等、色が人に与える効果に関する講座を実施

・学校法人三幸学園（三幸グループ）

　専門学校、広域通信高校、大学を設置し、医療秘書、歯科アシスタント、

　介護福祉士、スポーツインストラクター、ネイリスト、保育士、調理師、ブラ

　イダルコーディネーターなどの育成教育を実施

介護保険事業を実施している場合・事業概要

・社会福祉法人三幸福祉会

　特別養護老人ホーム癒しの里（亀有、青戸、南千住）、有料老人ホーム

　杜の癒しハウスひらいの計４箇所の介護施設を運営

その他の事業概要

人材派遣、紹介、委託事業、ダイビング事業、保育施設事業、美容事業を

実施

事業所名称・住所等

株式会社日本教育クリエイト神戸支社（スクール名：三幸福祉カレッジ）

兵庫県神戸市中央区明石町４４　神戸御幸ビル４F

理念

「技能と心の調和」を教育理念に掲げ、福祉の心の育成を目指す。

また「生徒の幸せ」「社会の幸せ」「グループの幸せ」を“三つの幸せ（＝三

幸）”とし、自分の夢を信じて追い続ける方々と共に学び、共に成長しながら

夢の実現を目指すことを企業理念とする。

開講の目的

高齢者の増大且つ多様化するニーズに対応した適切な介護を提供するため、

必要な知識・技術を有する介護員の養成を図ることとする。

学則

別紙「学則」参照

研修施設、設備

・神戸元町教室（神戸市中央区明石町４４　神戸御幸ビル４F）

介護職員初任者研修に係る研修事業者・研修事業情報

情報の種類

研修機関
情　　　報

法人情報

☆

研修機関情報

☆



・西宮教室（西宮市和上町５－７　ホワイエ西宮ビル３F）

・姫路教室（姫路市北条口２－７　カーニープレイス姫路第２ビル６F）

・尼崎教室（尼崎市神田北通１－７－１　甲南アセット阪神尼崎ビル６F）

・川西教室（川西市栄町１０－５－４F　パルティ川西４０２号）

※各教室に介護用ベッド、車椅子、ポータブルトイレ、浴槽、口腔ケア用品等

　介護用品を設置

沿革

2010年4月　　兵庫県神戸市中央区に神戸営業所（神戸元町教室）を設置。

2010年5月　　兵庫県内にて国の緊急人材育成支援事業に係る「基金訓練」を

　　　　　　　　　スタート。

2010年10月　西宮教室、姫路教室を設置。

2011年4月　　神戸支社を設置し、神戸営業所を継承。

　　　　　　　　　ホームヘルパー2級養成研修、医療事務講座等の有料講座を

　　　　　　　　　スタートさせる。

事業所の組織、職員数

兵庫県神戸市、西宮市、姫路市、鳥取県鳥取市、米子市に拠点を持ち、従業

員約６０人を有する。

対象

研修のスケジュール（期間、日程、時間数）

定員

研修受講までの流れ（募集、申し込み）

費用

上記項目については、別紙「学則」参照

留意事項、特徴、受講者へのメッセージ等

介護に関する必要な知識・技術はもとより、最も重要な福祉の心について座

学・演習を通じて学習していただきます。修了生像は「自ら考え、自ら行動で

きる介護従事者」であり、日々小さな変化に気付き、配慮・感動できる「福祉

の心」の育成を目指します。

研修終了後、希望者に対し職場体験・見学実習を手配しますので、１人でも

多くの方が即戦力として福祉現場で活躍されることを望んでいます。

現場での経験豊富な講師陣が授業を担当しますので、介護に関する不安な

こと・心配事は気軽にご相談ください。

課程編成責任者名

杉山一恵（介護福祉士／社会福祉士）をはじめとする介護福祉士、介護支援

専門員、理学療法士、看護師にて編成

研修カリキュラム 科目別シラバス

別紙1「介護職員初任者研修課程カリキュラム表」参照

科目別担当教官名

別紙2「講師一覧表」参照

科目別特徴（演習の場合は、実技内容・備品、指導体制）

方座学・グループワーク・DVD学習・演習にて学習する。演習ではシーツの交

換法、安楽な姿勢の保持、車椅子での移動・移乗、衣服の着脱、食事の介助

、口腔ケア、排泄介助、清拭・洗髪介助、足浴、事例検討等を行う。

備品は介護用ベッド、車椅子、ポータブルトイレ、各種杖、おむつ、尿器、模

研修事業
情　　　報

研修の概要

課程責任者

研修機関
情　　　報

研修機関情報

☆



擬痰などを使用する。

指導体制は、基本的に２０名の受講生に対し講師１名での授業体制をとる。

修了評価 修了評価の方法、評価者、再履修等の基準

修了試験（１時間）において、７０％以上の正答率で合格とし、講師が採点を行う。

不合格の場合には任意にて試験日を設け、合格するまで繰り返し試験を受ける

こととする。なお、試験時のテキスト持ちこみは可とする。

名前

略歴、現職、資格

上記項目については、別紙2「講師一覧表」参照

受講者向けメッセージ等

三幸福祉カレッジの初任者研修では、まず『福祉の心』をお伝えいたします。

そして心のこもった質の高い介護技術を学習することで、安全で安心のできる

介護を身に付けることができます。

介護現場で即戦力を養う上で必要とされる「介護技術の基本」を丁寧に分か

りやすくご指導いたします。経験豊富な講師が体験談を交えながら授業を行

いますので、楽しみながら知識や技術を身に付けることができます。

受講者満足度調査の結果等

別紙3「受講生アンケート（2012年上期）」参照

過去の研修実施回数（年度ごと）　平成24年度：34回（平成25年2月1日現在）

過去の研修延べ参加人数（年度ごと）　平成24年度：487人（平成25年2月1日現在）

卒業率

９７．３％（ホームヘルパー２級養成研修）

卒後の相談・支援

研修修了以降、無料復習制度にて、回数制限・期限なく、再度授業を受ける

ことが可能。独自に開拓している求人情報の提供や、就職相談・支援に対応

する。

申し込み・資料請求先

株式会社日本教育クリエイト神戸支社（三幸福祉カレッジ）

兵庫県神戸市中央区明石町４４　神戸御幸ビル４Ｆ

フリーダイヤル：０１２０－２９４－３５０

ＴＥＬ：０７８－３２５－５２６１／ＦＡＸ：０７８－３３１－１２０５

法人の苦情対応者名・役職・連絡先

平栗潤一（神戸支社責任者）　ＴＥＬ：０７８－３２５－５１６６

事業所の苦情対応者名・役職・連絡先

泉　宏樹　ＴＥＬ：０７８－３２５－５１６６

研修活動、研究活動

各種講師研修会等の定期開催

研修生満足度調査情報（アンケート、研修生の声など）

研修終了後、全受講生を対象にアンケート感想文の記入を依頼・実施して

いる。

事業所満足度調査情報（アンケート、研修生の声など）

研修終了後、全受講生を対象にアンケート感想文の記入を依頼・実施して

いる。

質を向上させるための
取り組み

研修事業
情　　　報

講師情報

実績情報

連絡先



学　　　　　則

１ 開講の目的

高齢者の増大且つ多様化するニーズに対応した適切な介護を提供するため、必要な知識・技術を

有する介護員の養成を図ることとする。

２ 研修事業の実施主体

株式会社日本教育クリエイト（スクール名：三幸福祉カレッジ）

　（本　　　社）東京都新宿区西新宿１－２３－７　新宿ファーストウエスト７Ｆ

　（神戸支社）兵庫県神戸市中央区明石町４４　神戸御幸ビル４Ｆ

　　　　　　　　　ＴＥＬ：０７８－３２５－５１６６　　ＦＡＸ:０７８－３３１－１２０５

３ 研修事業の名称及び課程

　（研修事業名）　三幸福祉カレッジまんてん堂明石会場【介護員養成研修】介護ヘルパー初任者研修（通信）

　（研修の課程）　介護員養成研修（介護職員初任者研修）

４ 研修事業の実施期間

平成27年2月1日　～　平成27年3月22日

５ 研修事業の実施場所

兵庫県明石市大久保町谷八木1250

６ 研修カリキュラム

科（科目）名 内容 実施計画 科目番号

①多様なサービスの
　 理解

介護の社会化と尊厳の維持（６０分）／多様なサービスの
概要（６０分）／介護の資格とキャリアシステム（６０分）

(1)-①

②介護職の仕事内容や
　 働く現場の理解

介護職の仕事（４０分）／居宅・施設の多様な現場（８０
分）／サービス利用の手続き（６０分）

(1)-②

①人間と尊厳を支える
　 介護

人間の尊厳の保持（１２０分）／人権擁護の基本視点（１
２０分）／利用者の尊厳の保持（１２０分）

(2)-①

②自立に向けた介護
介護の基本視点（９０分）／介護予防（９０分） (2)-②

①介護職の役割、専門性
　 と他職種との連携

介護環境の特徴の理解（６０分）／専門職としての介護
の視点と他職種連携（６０分）

(3)-①

②介護職の職業倫理 利用者、家族との関係（６０分） (3)-②

③介護における安全の
　 確保とリスクマネジ
　 メント

サービス提供と安全管理体制（６０分）／リスクマネジメン
ト（６０分）

(3)-③

④介護職の安全 感染対策のための基本的知識（３０分）／介護従事者の
健康管理（３０分）

(3)-④

①介護保険制度 介護保険制度の創設の背景及び目的、動向（６０分）／
介護保険制度の仕組みの基本的理解（１２０分）／制度
を支える組織・団体の機能と役割、財源（６０分）

(4)-①

②医療との連携とリハ
　 ビリテーション

医行為と非医行為（６０分）／医療・看護職とのチームケ
ア（６０分）／リハビリテーション職種との連携（６０分）

(4)-②

③障害者総合支援制度
　 およびその他制度

障害者福祉制度の理念（４０分）／障害者自立支援制度
の仕組みの基礎的理解（６０分）／個人の権利を守る制
度の概念（２０分）

(4)-③

①介護におけるコミュ
　 ニケーション

介護におけるコミュニケーションの技法（６０分）／利用
者・家族とのコミュニケーションの実際（６０分）／利用者
の状況・状態に応じたコミュニケーション技術の実際（６０
分）

(5)-①

②介護におけるチーム
　 のコミュニケーション

チームアプローチ（３０分）／観察、記録、情報伝達（６０
分）／コミュニケーションをうながす環境（９０分）

(5)-②

(5)介護における
　 コミュニケーシ
　 ョン技術

　　　　　（６時間）

学則

(1)職務の理解

　　　　　（６時間）

(2)介護における
　 尊厳の保持・
　 自立支援

　　　　　（９時間）

(3)介護の基本

　　　　　（６時間）

(4)介護・福祉
　 サービスの
　 理解と医療
　 との提携

　　　　　（９時間）



①老化に伴うこころと
　 からだの変化と日常

老年期の発達と心の変化（９０分）／老化に伴うからだの
変化（９０分）

(6)-①

②高齢者と健康 高齢者に多い病気の基礎知識（３０分）／高齢者に多い
病気とその日常生活の留意点（１５０分）

(6)-②

①認知症を取り巻く
　 状況

認知症介護の基本原則（３０分）／最新の認知症ケア（３
０分）

(7)-①

②医学的側面から見た
　 認知症の基礎と健康
　 管理

認知症の基礎知識（２０分）／認知症の原因疾患（２０
分）／中核症状と行動・心理症状（２０分）

(7)-②

③認知症に伴うこころ
　 とからだの変化と日常
　 生活

認知症に伴うこころとからだの変化（９０分）／認知症の
人の対応（９０分）

(7)-③

④家族への支援 認知症家族介護者の理解（４５分）／認知症をもつ人の
声、そして家族の声（１５分）

(7)-④

①障害の基礎的理解 障害の概念とICF（４０分）／障害者福祉の基本理念（２０
分）

(8)-①

②障害の医学的側面、生
　 活障害、心理・行動の
　 特徴、かかわり支援等
　 の基礎的知識

身体障害（２０分）／知的障害、精神障害（２０分）／発達
障害、高次脳機能障害、難病（特定疾患（２０分）

(8)-②

③家族の心理、かかわり
　 支援の理解 家族への支援（６０分） (8)-③

①介護の基本的な考え方 理論と法的根拠に基づく介護、介護保険制度下の介護
サービス（１２０分）

(9)-①

②介護に関するこころの
　 しくみの基礎的理解

高齢者の心理（６０分）／自己実現と生きがいづくり（６０
分）

(9)-②

③介護に関するからだの
　 しくみの基礎的理解

人体各部の名称（３０分）／骨格・関節・筋の働き（３０分）
／中枢神経系・末梢神経（３０分）／バイタルチェック（３０
分）／運動動作に関する基礎知識（６０分）／身体の動き
の基本の復習（６０分）／ボディメカニクスの理解（１８０
分）／ボディメカニクスの活用（６０分）

(9)-③

④生活と家事 家事支援の必要性と目的、信頼関係の構築と秘密保
持、利用者に合わせた生活（６０分）／家事支援の介護
技術（１２０分）

(9)-④

⑤快適な居住環境整備
　 と介護 住環境整備（６０分）／福祉用具の活用（１２０分） (9)-⑤

⑥整容に関連したこころ
　 とからだのしくみと自
　 立に向けた介護

整容に関する基礎知識、衣類着脱の介護（４０分）／日
常着の着替え（１４０分）／和式寝巻の交換（１８０分）

(9)-⑥

⑦移動・移乗に関連した
　 こころとからだのしくみ
　 と自立に向けた介護

体位・姿勢の介護（６０分）／褥瘡の予防（３０分）／体
位・姿勢の介護の実際（２７０分）／移乗の介護（１２０分）
／移動の介護（車椅子）（１２０分）／移動の介護（歩行）
（１２０分）

(9)-⑦

⑧食事に関連したこころ
　 とからだのしくみと
　 自立に向けた介護

食事に関する基礎知識（６０分）／食事の介助（１２０分）
／口腔ケアの支援技術（１５０分）／健口体操（３０分）

(9)-⑧

⑨入浴、清潔保持に関連
　 したこころとからだのしく
　 みと自立に向けた介護

入浴・清潔保持に関する基礎知識（６０分）／蒸しタオル
での清拭（１２０分）／洗髪の介護（１８０分）

(9)-⑨

⑩排泄に関連したこころ
　 とからだのしくみと
　 自立に向けた介護

排泄に関する基礎知識（６０分）／排泄の介護（３００分） (9)-⑩

⑪睡眠に関連したこころ
　 とからだのしくみと
　 自立に向けた介護

睡眠の意味と仕組み、睡眠の状態と睡眠障害の原因把
握、安眠への支援（３０分）／寝具の整え方の持つ意味、
寝具の整え方の介護（３０分）／ベッドの機能と取扱、
シーツの扱い方（６０分）／オープンベッド（１２０分）／臥
床上のシーツ交換（１２０分）

(9)-⑪

(6)老化の理解

　　　　　（６時間）

(7)認知症の理解

　　　　　（６時間）

(8)障害の理解

　　　　　（３時間）

(9)こころとからだ
　 のしくみと生活
　 支援技術

　　　　　（75時間）

【ア　基本知識の学習（10～13時間）】

【イ　生活支援技術の講義・演習（50～55時間）】



⑫死にゆく人に関連した
　 こころとからだのしくみ
　 と自立に向けた介護

終末期ケアに関する基礎知識（３０分）／終末期ケア（６０
分）／家族へのケア（９０分）

(9)-⑫

⑬介護過程の基礎的理解 介護過程の目的と意義（６０分）／介護過程の展開（９０
分）／介護過程とチームアプローチ（３０分）／事例を用
いた介護過程の展開（１８０分）

(9)-⑬

⑭総合生活支援技術演習 要支援者への支援（１８０分）／要介護者・家族介護者へ
の支援（１８０分）

(9)-⑭

①振り返り 学習到達度チェックシートによる振り返り（２１０分） (10)-①

②就業への備えと研修
　 終了後における
　 継続的な研修

質の向上と人材育成（３０分） (10)-②

７ 講師氏名

土生　裕子（介護福祉士）

８ 受講資格、募集人員、及び募集方法

（受講資格）
・介護福祉業界への就職を希望する者

・介護技術・知識の習得を希望する者

（募集人員） 2０名

（募集方法） ・弊社ホームページにおける研修事業の周知

・弊社による紙媒体での告知、説明会

・新聞広告、新聞折り込みチラシ等による研修事業の周知

９ 受講申込手続き及び受講者の決定

①講座案内書に同封の受講申込書に記入の上、ＦＡＸ又は郵送するか、

　当社ホームページ申込入力フォームより入校手続きを行う。

②申込内容をもとに、受講受入可能者に対して「テキスト」「受講料振込用紙」を送付。

　受講料振込案内を書面にて通知する。

　（教材到着後８日以内に教材返却があった場合は申込解除とし、クーリングオフができる。）

　また、申込希望者が定員以上に達した場合は、受講条件を満たす申込者の内、先着順にて受講者を

　決定する。

10 研修修了の認定方法

次にあげる全ての項目を満たした者に対し、修了証明書を交付するものとする。

  ①課題集を提出し、全て基準点（７０点以上／１００点）に達したもの。

　②８９．５時間の授業全てを出席・履修した者

　　（※欠席または評価基準に満たない場合は補講を実施）

　③「こころとからだのしくみと生活支援技術」科目の習得状況評価

　　 においてＣ評価（７０点／１００点）以上を取得した者

　　（※評価基準に満たない場合は補講後再評価を実施）

　④全科目を履修した後の修了評価（筆記試験）において、Ｃ評価

　　 （７０点／１００点）以上を取得した者

　　（※評価基準に満たない場合は補講後再評価を実施）

11 研修科目の免除

研修科目の免除は認めないものとする。

(10)振り返り

　　　　　（４時間）

(9)こころとからだ
　 のしくみと生活
　 支援技術

　　　　　（75時間）

【ウ　生活支援技術（10～12時間）】



別紙１

科（科目）名 内容 実施計画 科目番号
①多様なサービスの
　 理解

介護の社会化と尊厳の維持（６０分）／多様なサービスの概要（６０分）
／介護の資格とキャリアシステム（６０分）

(1)-①

②介護職の仕事内容や
　 働く現場の理解

介護職の仕事（４０分）／居宅・施設の多様な現場（８０分）／サービス
利用の手続き（６０分）

(1)-②

①人間と尊厳を支える
　 介護

人間の尊厳の保持（１２０分）／人権擁護の基本視点（１２０分）／利用
者の尊厳の保持（１２０分）

(2)-①

②自立に向けた介護
介護の基本視点（９０分）／介護予防（９０分） (2)-②

①介護職の役割、専門性
　 と他職種との連携

介護環境の特徴の理解（６０分）／専門職としての介護の視点と他職種
連携（６０分）

(3)-①

②介護職の職業倫理
利用者、家族との関係（６０分） (3)-②

③介護における安全の
　 確保とリスクマネジ
　 メント

サービス提供と安全管理体制（６０分）／リスクマネジメント（６０分） (3)-③

④介護職の安全
感染対策のための基本的知識（３０分）／介護従事者の健康管理（３０
分）

(3)-④

①介護保険制度 介護保険制度の創設の背景及び目的、動向（６０分）／介護保険制度
の仕組みの基本的理解（１２０分）／制度を支える組織・団体の機能と
役割、財源（６０分）

(4)-①

②医療との連携とリハ
　 ビリテーション

医行為と非医行為（６０分）／医療・看護職とのチームケア（６０分）／リ
ハビリテーション職種との連携（６０分）

(4)-②

③障害者総合支援制度
　 およびその他制度

障害者福祉制度の理念（４０分）／障害者自立支援制度の仕組みの基
礎的理解（６０分）／個人の権利を守る制度の概念（２０分）

(4)-③

①介護におけるコミュ
　 ニケーション

介護におけるコミュニケーションの技法（６０分）／利用者・家族とのコ
ミュニケーションの実際（６０分）／利用者の状況・状態に応じたコミュニ
ケーション技術の実際（６０分）

(5)-①

②介護におけるチーム
　 のコミュニケーション

チームアプローチ（３０分）／観察、記録、情報伝達（６０分）／コミュニ
ケーションをうながす環境（９０分）

(5)-②

①老化に伴うこころと
　 からだの変化と日常 老年期の発達と心の変化（９０分）／老化に伴うからだの変化（９０分） (6)-①

②高齢者と健康
高齢者に多い病気の基礎知識（３０分）／高齢者に多い病気とその日
常生活の留意点（１５０分）

(6)-②

①認知症を取り巻く
　 状況 認知症介護の基本原則（３０分）／最新の認知症ケア（３０分） (7)-①

②医学的側面から見た
　 認知症の基礎と健康
　 管理

認知症の基礎知識（２０分）／認知症の原因疾患（２０分）／中核症状と
行動・心理症状（２０分）

(7)-②

③認知症に伴うこころ
　 とからだの変化と日常
　 生活

認知症に伴うこころとからだの変化（９０分）／認知症の人の対応（９０
分）

(7)-③

④家族への支援
認知症家族介護者の理解（４５分）／認知症をもつ人の声、そして家族
の声（１５分）

(7)-④

(7)認知症の理解

　　　　　（６時間）

(5)介護における
　 コミュニケーシ
　 ョン技術

　　　　　（６時間）

(6)老化の理解

　　　　　（６時間）

(3)介護の基本

　　　　　（６時間）

(4)介護・福祉
　 サービスの
　 理解と医療
　 との提携

　　　　　（９時間）

介護職員初任者研修課程カリキュラム表

(1)職務の理解

　　　　　（６時間）

(2)介護における
　 尊厳の保持・
　 自立支援

　　　　　（９時間）



①障害の基礎的理解
障害の概念とICF（４０分）／障害者福祉の基本理念（２０分） (8)-①

②障害の医学的側面、生
　 活障害、心理・行動の
　 特徴、かかわり支援等
　 の基礎的知識

身体障害（２０分）／知的障害、精神障害（２０分）／発達障害、高次脳
機能障害、難病（特定疾患（２０分）

(8)-②

③家族の心理、かかわり
　 支援の理解 家族への支援（６０分） (8)-③

①介護の基本的な考え方
理論と法的根拠に基づく介護、介護保険制度下の介護サービス（１２０
分）

(9)-①

②介護に関するこころの
　 しくみの基礎的理解 高齢者の心理（６０分）／自己実現と生きがいづくり（６０分） (9)-②

③介護に関するからだの
　 しくみの基礎的理解

人体各部の名称（３０分）／骨格・関節・筋の働き（３０分）／中枢神経
系・末梢神経（３０分）／バイタルチェック（３０分）／運動動作に関する
基礎知識（６０分）／身体の動きの基本の復習（６０分）／ボディメカニク
スの理解（１８０分）／ボディメカニクスの活用（６０分）

(9)-③

④生活と家事
家事支援の必要性と目的、信頼関係の構築と秘密保持、利用者に合
わせた生活（６０分）／家事支援の介護技術（１２０分）

(9)-④

⑤快適な居住環境整備
　 と介護 住環境整備（６０分）／福祉用具の活用（１２０分） (9)-⑤

⑥整容に関連したこころ
　 とからだのしくみと自
　 立に向けた介護

整容に関する基礎知識、衣類着脱の介護（４０分）／日常着の着替え
（１４０分）／和式寝巻の交換（１８０分）

(9)-⑥

⑦移動・移乗に関連した
　 こころとからだのしくみ
　 と自立に向けた介護

体位・姿勢の介護（６０分）／褥瘡の予防（３０分）／体位・姿勢の介護の
実際（２７０分）／移乗の介護（１２０分）／移動の介護（車椅子）（１２０
分）／移動の介護（歩行）（１２０分）

(9)-⑦

⑧食事に関連したこころ
　 とからだのしくみと
　 自立に向けた介護

食事に関する基礎知識（６０分）／食事の介助（１２０分）／口腔ケアの
支援技術（１５０分）／健口体操（３０分）

(9)-⑧

⑨入浴、清潔保持に関連
　 したこころとからだのしく
　 みと自立に向けた介護

入浴・清潔保持に関する基礎知識（６０分）／蒸しタオルでの清拭（１２０
分）／洗髪の介護（１８０分）

(9)-⑨

⑩排泄に関連したこころ
　 とからだのしくみと
　 自立に向けた介護

排泄に関する基礎知識（６０分）／排泄の介護（３００分） (9)-⑩

⑪睡眠に関連したこころ
　 とからだのしくみと
　 自立に向けた介護

睡眠の意味と仕組み、睡眠の状態と睡眠障害の原因把握、安眠への
支援（３０分）／寝具の整え方の持つ意味、寝具の整え方の介護（３０
分）／ベッドの機能と取扱、シーツの扱い方（６０分）／オープンベッド
（１２０分）／臥床上のシーツ交換（１２０分）

(9)-⑪

⑫死にゆく人に関連した
　 こころとからだのしくみ
　 と自立に向けた介護

終末期ケアに関する基礎知識（３０分）／終末期ケア（６０分）／家族へ
のケア（９０分）

(9)-⑫

⑬介護過程の基礎的理解
介護過程の目的と意義（６０分）／介護過程の展開（９０分）／介護過程
とチームアプローチ（３０分）／事例を用いた介護過程の展開（１８０分）

(9)-⑬

⑭総合生活支援技術演習
要支援者への支援（１８０分）／要介護者・家族介護者への支援（１８０
分）

(9)-⑭

①振り返り
学習到達度チェックシートによる振り返り（２１０分） (10)-①

②就業への備えと研修
　 終了後における
　 継続的な研修

質の向上と人材育成（３０分） (10)-②

【ウ　生活支援技術（10～12時間）】

(10)振り返り

　　　　　（４時間）

(9)こころとからだ
　 のしくみと生活
　 支援技術

　　　　　（75時間）

【ア　基本知識の学習（10～13時間）】

【イ　生活支援技術の講義・演習（50～55時間）】

(8)障害の理解

　　　　　（３時間）



（様式第１号別紙２）

資格（取得年月日）
略歴（経験年数）
現在の職業（経験年数）

介護福祉士（平成23年4月）

有限会社コスモケアサポート（3年5ヶ月）/株式会社ピースオブマインド（5年
10ヶ月）

講師（株式会社日本教育クリエイト）1ヶ月

担当講師一覧表

No. 講師氏名 科目番号
修了評価

担当の有無

23 土生裕子

(1)-①②
(2)-①②
(3)-①～④
(4)-①～③
(5)-①②
(6)-①②
(7)-①～④
(8)-①～③
(9)-①～⑭
(10)-①②

有
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